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論文内 容の要 i:::=. 
田

本文記載のごとく，本論文は有機感光性物質のうち，有機光導電物質および感光性樹脂に関するも

のであり，新物質の開発を行なうとともに，感光特性を化学構造の観点からとり上げ，またその応用

について検討した結果をまとめたもでのある。

序論では本論文の目的を概説している。

第 1 編は有機光導電物質の合成とその応用に関する研究であり，電子写真用感光材料としての新し

い物質の開発を目的とした。第 1 章第 1 節では，同一骨格構造をもっ各種化合物に種々の置換基を導

入して，置換基が感光牲に及ぼす効果について考察し， -M効果をもっ置換基の導入が感度を上げる

のに効果的であることを明らかにした。さらに，第 2 節において， 10種のアシノレヒドラゾン骨格構造

をもっ感光材料の赤外吸収スペクトノレを測定し，その吸収布;の帰属を行なった口またp- ジメチルアミ

ノフエニレン基を有する試料では，全共役二軍結合性の増大が認められることを明らかにし，それが

感度に大きな効果を及ぼすことを明らかにした。

第 2 章では新しい光寺電物質として，ポリ 0.3- ジフエニルー5-(4- ビニルフエニノレ)ー2ーピラゾリン

〕を合成し，このポリマーの光伝導を測定し，主たる荷電担体が電子であるととを認め，電子写真用

感光材料として応用できることを明らかにした。

第 3 章では，縮合環をもっビ、ニノレポリマーをニトロ化することにより増感できるととを述べ，第 1

節では，ポリアセナフチレンについて，サンドイツチセル法により光電流が増加することを明らかに

し，電荷移動型コンプレックスの形成により増感されるものと考察したロ第 2 節では，ポリアセナフ

チレン，ポリー9- ビニルカノレパゾール，ポリ -1-ピニルナフタレンのニトロ化物の光導電性を比較し，
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いずれもニトロ化度の増加とともに感度が増すことを明らかにした口

$4 章では， ポリ -9ービ、ニルカルパ、ノ。ールに置換基を導入したときの光迫電性の変化を知る目的

で， 5 種類の3一位置換体を合成し，そのホモポリマー，コポリマーを得た。さらにそれらの表面電位

光減衰特性から，置換基の感度に及ぼす効果を明らかにした。

第 2 編は感光性樹脂であるポリケイ皮酸ビニノレの合成とその応用， 光硬化機構に関する研究であ

る。第 1 章では，ポリビニノレアノレコーノレと塩化ケイ皮酸からポリケイ皮酸ビニノレを合成し， これに増

感剤を添加することにより，紫外線に感光性があり，また耐エッチング性の良好なフォトレジストを

うることを明らかにした口

第 2 章では，ポリケイ皮酸ビ、ニルの光硬化機構を究明する目的で，その薄膜を用いて赤外吸収スペ

クトルにより紫外線照射による構造変化を調べた。またそれを確認するため各種のモデ、ノレ化合物を合

成し，そのスペクトノレを得た。その結果，エステノレ基による吸収帯の高波数側へのシフト，二重結合

による吸収帯の消失を認め，ポリケイ皮酸ビニルの光硬化は，ケイ皮酸のもつ二重結合による架橋反

応であることを明らかにした。

論文の審査結果の要旨

本論文は有機感光性物質のうち，有機光w電物質および感光性樹脂に関するものである。新物質の

開発を行なうとともに，感光特性を化学構造の矧点からとり上げ，またその応用について検討した結

果をまとめたものであって，序論，本論( 2 編， 6 章)と，結論からなっている。

序論では本論文の目的を概説している。

第 1 編では有機光導電物質について，電子写真用感光材料としての新しい物質の開発を目的として

研究を行なうとともに，化学構造と光導電性の関係について明らかにしている。まず，同一骨格構造

をもっ各種化合物に種々の置換基を導入して，置換基が感光J性におよぼす効果について考察し，赤外

吸収スペク卜ノレの結果からそれを実証している。つぎに， トリフエニノレピラゾリン環を側鎖 lこもっピ

ニルポリマーを合成しその光導電性についての実験を行ない，その特性を明らかにした。また，側鎖

に縮合環をもっピニノレポリマーをニトロ化することにより光伝導が著しく増加する乙とを見出し，ポ

リアセナフチレン，ポリー9ービニルカノレパゾーノレ，ポリー1ービニルナフタリンについてその増感効果を

明らかにし，その増感機構を考察した。つぎに， 5 種類の9- ピニルカルパゾールの3一位置換体(ニト

ロ，アミノ，メチ jレアミノ，ジメチルアミノ，ブロム置換体)を会成し，そのホモポリマー， コポリ

マーを得て光導電性を測定し，置換基が光導電性に及ぼす効果について考察している。

第 2 編では感光性樹脂でありポリケイ皮酸ビニルについて，フォト・エッチング・レジストへの実

用化を目的として実験を行ない，合成条件，増感法，感光性，耐エッチング性について検討してい

る。また，その光硬化機構を赤外吸収スペクトルにより，各種のモデル化合物のスペクトルと比較し

ながら検討し，ケイ皮酸のもつ二重結合の開裂による架橋反応であることを明らかにしている。

本論文は，有機感光性物質のうち，有機光w電物質および光により重合を起す所謂感光性樹脂を扱

口
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っており，新物質の合成開発，感光特性と化学構造との関辿，応用の検討などの諸点において相当の

新事実を明らかにしている D

有機感光性物質には，透明で可捷性の感光性フイノレムが期待されるため，内外において若干の研究

があるが，物質の開発の而でも，物性の面でも，進IIエーが要望されており，本論文は学術上ならびに工

業上寄与するところが大きい。

よって，本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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